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研究成果の概要（和文）： 
本研究プロジェクトは、途上国の社会基盤の未整備な、組織が未熟な、貧困地域の住民のソー
シャル・ネットワークを調査した。調査対象はエチオピアの農村地域であった。解析の結果に
よって、ソーシャル・ネットワーク構造の物理的と社会的原因を解明した。極貧コミュニティ
における社会ネットワークを利用した情報や基本的リソースの提供について、方策を提案した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This research explored the patterns and physical and social determinants of relationships 
among inhabitants of an infrastructure-poor area. The potential for utilizing social 
networks for delivery of basic resources was examined and practical proposals made. 
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１．研究開始当初の背景 
 
本研究の対象は、途上国の低開発地域である。
社会基盤が整備されてない、組織が未熟であ
る地域の住民は、人と人の間の非正式的なつ
ながりを利用しないと、情報や基本的なリソ
ースにアクセスできない。このような親戚や
知り合いの関係が社会的にネットワークが
であって、情報やリソースがこのネットワー
クを通して伝搬する。ソーシャル・ネットワ
ーク分析方法論を用いて、情報やリソースの
普及パターンを解析できる。 

 
２．研究の目的 
 
経済的に極端に貧しい地域において、アンケ
ート調査実施して、人のつながりについてデ
ータ収集を行い、ソーシャル・ネットワーク
分析して、情報やリソース伝搬のメカニズム
を解明する。 
 
得た結果によって、インフラや組織が未熟な
地域において、効率的且効果的な介入、情報
の普及、基本的リソース提供の方法を提案す
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３．研究の方法 
 
本研究を実施する為に、途上国の社会基盤が
整備されてない地域の中から、研究代表者、
助手の大学院生と現地の調査員が安全で調
査できる地域を探すことは必要だった。 
 
最終的に、エチオピアのオロミア週のアルシ
ーゾーンを選んだ。さらに、この中から、経
済的に非常に乏しくて、インフラが殆どない
が、治安が良くて、調査をできる農村地域を
見つけた。 
 
そこで、三つの村で、全世帯の代表的サンプ
ルにアンケート調査を実施できた。 
 
得たデータで、ネットワークのもモデリング
を行い、回帰分析などで解析をし、インフラ
未整備地域のソーシャル・ネットワーク構造
や効果的な社会的加入の個人的や地理的要
因を明らかにした。 
 
４．研究成果 
 
（１）下の図１はマルチレベル回帰分析モデ
ルの結果である。横軸はネットワークのアク
ター間の物理的（地理的）距離を表している。
縦軸は、開発したモデルによって、予測され
たアクター間の対話の頻度である。 
 

 
 
図１物理的距離によって、対話の頻度 
 
結果の解釈は、交通機関や現代的コミュニケ
ーション技術がない地域において、地理的に
遠い紐帯も存在するが、頻繁な対話は地理的
に非常に狭い空間に限られている。例えば、
二週間に一回ぐらい会う人が、平均で１５分
間位で歩けるところに住んでいる(約１キ
ロ)。 
 
したがって、インフラ未整備の地域において、

ソーシャル・ネットワークを用いたリーソー
ス提供が効果的である為に、地理的に非常に
密度高く、行うことが必要である。 
 
（２）調査地域において、宗教が社会ネット
ワークに非常に強い影響をもたらすことが
明らかになった。したがって、この文脈では、
異なる宗教の住民間、ネットワークを生かし
たリソース提供はやや非効果的であって、方
策はそれを顧慮するのは必要である。 
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